
九でも零 の車に敵 われ て壕 ,)ま す と′変化温泉が葺 く′教万 のある者 え方が

由来 なくな り′はっ とさせ られ る奉が.多 (な って来ま十{=｡

この鹿息 を鹿膚 L′ 女学生の方 々の車′藤 に Ji:,藤生革から蘇れたーいとお
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一級飴に女 性が動 く轟に射 して象蕃 ()が姦 い昨j?Lの風潮 です ,社食 的 なA

- ドヒして 私共凌 ぎ の奉 仕天 産っ在ぎ とめ鼎 をい とか′希鬼 は威風が鼻息 吐

おば ろくな子｣こなLiなし＼pとカ＼云 ろ不壕 を働 くせ雌 に与 えtゴー,T" ムと呼 U.
かけ ています .

どの巌虜でも女性 乏締 め出 そらとする境 南があ るなど公葬 斉の威壊 乱凍 し
こ例外 でLfない康 ですク これに吋 しこ私兵 の鹿壇 の鹿 に永七㌦//jI線 を期賭 して

床帝 JcLれた女 性が ･感･蕗 を変 由 I=商jeを嵐 d引こ遼 かれるのか 桓軒み られ ノ大

夏 心魂,)に思 ら蘇が か )ます .属人貞射二は各 々そ らせ ざるを澄 め客席がある

ので+が ′ それが磨葛は珂鮭の.本省 に働 き たい人 .働 かな ければ､な L;な い人

の足 をひき.よ ,)衝 き毅 い最愛 を与 える ことには,+射 二女暮 しこいたどき

た し＼のどす ,虹車 をも こぼ廃港 の-責ヒしての貴在が あ').また放金 の-負

としての虜のつをが Uをぬ患紺 に蕗 っこ 1とになる ｡偲 人埼 な労 え方な (),符

勤f=T廿 では庫 しき丸 め面がある といろごくあた ()よ えの車乗 の最盛 /こど ら毒

せ 艦 比萄 し＼よ さ意見が します .ども こJ･L酎 まじめか ら屑 いか らせて番 えなく

とlJ動 く仲 曙の曙で 色感 に座像 で きる もので町なし､か と患 うのですが ｡家産

鹿 動鮪の私 事は女 性 の手が必要 な点 もあ ()比 棄対敵 LL､鹿革 どもあ {)臥 つ､公
秀 賓 として-応 .生妹慶永 が保線 三九 こ(､る点 でも他の戚像 に比 L,tヰ 鹿 に

は働 き易 い働 ii甲斐 のある ところのよろに も蒼 え らJLます れ 反面匪藩 の東

夷質 には野涯 との菱が塩とん どな<且 っ直垂 rL付 する養鹿 のメ きき蛙鍵 赦前

の 憩像 以上であま ｡おすすめで きません0年 中泉労 している し席尊慮 ヒ竜な
車 掌-1され ます し/仕事の東泉 低歯碑衛 生上教,S の7,のですあ り､ますし一一一‥b

千 :uLTれ らの漆 は 一 也の威栄でも桑 れる瑠 こそ違 え同じ節準 草ヒ思 しJ､まれ ′

･--人で は受 t才 とあえぬ大空三で竜 .何 人がで毒 し呑 LT申 よ しあえば簡 凍不可

亀 ヒ鑑思 えないのゼ ナ ｡L泉蛍中藤廟 のため-革底 牽 Lた こ と尋あり牢私 にば

(それが此度繭産顛診断 の )レ ズ な公務 費洗顔 を受 けさせ た最 大 わ獲 由なめ

･二､すが )まだ比寮につ いてい る私が不静寂に鳳 える貯す らあるので す.麻賂
J.



して- 鼠の母 でLtbあ ,)とにか くなん とかゆ って ゆけ るのは ノ 珂瀕 に入った庭

中 と紫 に寛 し各 -'生 ,)励ま しあ っを ,)してい ることがその慶 大 の盈 由 と思え

ます . こ らした癖慶 の人間拷廉 の東雲 乱 しそれ は宙か象 葛身 で っくるぺ ぎ竜

のゼ 電あ ります )地 の療劇 こ止 し索療 しい農 軒1=,＼ヒ敵われます や嵐 鹿私薮 蚊

田本 にお け るマ l)ッジガウ ン也ラーの蜜分 けとなるべ <歴盤 L t L､ますが .
勿論麗 質 として劇 切 らb ば､ならぬ面も多 (ノ夢が大 きい と欠登 竜丸 まく, し

い 亡は長泉 杢 しない篠 田とな ることを産廃 した上 王の こ ヒゼ汲 4とLた歩み

ですo私 蕗 の粛Jこも多 くの一軒 鮭がノ各々の海 リガで泉養 Jこ努 力 Lこ象塵 ヒ政審
を赤見と せ こg L＼で になるし ,私選 Juその嬢 にあ ()たい と森田 呑舟 に竜 し＼き

かせでい ます a 新鮮な赦免 と才観 をもたれ た番線 が入 っこお いで に怠 る こ と

を大 (＼に飲奴 いた します _

一人立ち四年目のつぶやき
大 江 和 子

Tlを いま 占 珂 ∠ 日 生塵 4蒔 o倉 ′g太鹿屋 のDC-17 C承虜 鹿Jbr周 囲か ら

顔 升 へ東 って番が たちよ し左 ,そ の中 ヒ乗 っている ′t,iヒ,)の邑 の鷹 し､.煤

の鈍 い ′Dlc才 を少 し出 たぐ らいの ′ 勧 告高 くな いがが っ しり している嘩士

が私 をノ秘番 として薮 ,て し1る額虜 です ｡

これか らノ過周 がt鬼 の息 めき腰 間 - 他人橡 表層Lの各 日に璃 FT磨 れ てし､るヒ
この渡 恵蹄 こそと′あ力 量 これ立込 l)た い こ とだ らけで索 LLヽ魔 のや tiL､つ

ば U にな っt しま し､ます .審 虜 の増 悪をニLな に心蕗宴に して い ると灯′あ

ま ()血液 な紘馨 で｣まあ ()ませLが 一---I,,

産婆 配置鹿 とい ち と七つ 竜な くめ患ぐる しい政界 'l=鱒がiiL三三草 食 ′

をだl一生感 命頑鍍 っ走 とい ろ以 外/い ったい白倉 が､何 を藤 -｡ど九だ 炉遮.歩 L

Ilのか ′直感 いて番 えた ことも ない腐厳 です ｡ /,あ い ､う底 衷 li.あな たt=

tLどちか しら′.ヒ麿 をかしが､られる施生身 の前で /'大 丈夫 です /, と厳暑 して

懲 繁藤 ぞ大赦丈に窟L倉 の克 ′も;'そL忽煎I=なaのか と姦 健 を新 にLなが
ら温 ぐ名韓 日を鼠 リ汲 ってみました -

逐日まコピー ライター として 入 r)よLだので 三年衆 の碑親愛Li贋 の前半 は倒

雅老 ヒ しての溝勅 に終磯 しま した, コピ-ラ イ タ- とい えば ｢虹か剰 J騎玖 J

な どによ って各で 虻温 く締 れ磨 って しまっ妾鹿 紫ゼ すが ′ 私 の入った周 は-

一級Iこ塾の身 しく′鼠 色身量 こん な 塾の とは痢 ら恋い ゼ ′ t=産働 きに働 し＼て 故

た し､思 いゼ選 んだ､威 像 で し-r=｡

コピ- タ^ダ - ヒい ちの成風 に いろ定盤の文展象 のこ とで すが ｢ヌカ ･ンヒさ

わやかコ カコ一手｣ だ骨 を搾 っこすま しているわ け に 鑑ゆきません ′轟昆冴
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